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「実際の場に立つ、経験することの大切さ」 

教頭  五之治 多美  

11 月 11 日の奉仕作業の際には、多くの方に参加していただき、ありがとうございました。各校舎の普段、清掃

が行き届かない場所や窓ガラスがとてもきれいになり、校舎内が明るくなりました。また、コロナ禍以降、集まって何

かできる機会を持てずにいたのですが、今回、親子で仲良く作業をしたり、保護者の方同士が交流したりと久しぶ

りに校舎のあちらこちらで和やかな様子が見られました。 

さて、清掃は、学校や家庭で日常的に取り組む仕事（家事）ですが、今回の八ツ島だよりでは、子どもの将来の

仕事や夢の支えになる「実際の場に立つ、経験することの大切さ」について伝えたいと思います。 

先日、福井新聞のキッズこだま欄のこんな作文に目がとまりました。 

「私は、将来、作業療法士になりたいです。・・・・その仕事は国家資格なので、今から頑張って勉強しようと思いま

す」と。書いた子は小学 5 年生。作業療法士という職種を知っていることに驚き、興味深く読ませてもらいました。夢

へのきっかけは、その子の弟さんでした。弟さんが、作業療法士による療育を病院で受けており、その子もよく同行

し、様子を見ていたことで芽生えた思いだったようです。実は、その弟さんというのは、本校のお子さんでした。お母

さんに話を聞かせてもらうと、お母さんは弟のことを知ってもらいたいという思いもあり、意識的に二人を一緒に病

院に連れて行っていたそうです。でも、上のお子さんが作業療法士を夢見て具体的に調べ始めていたことは、お母

さんも今回の作文を読み、初めて知ったそうです。 

子ども心に熱い思いを抱かせたのは、「話を聞く」だけではなく、実際にその場に立ち、見て、聞いて感じるものが

あったからではないでしょうか。今はネットで検索すれば、情報は手に入り、手軽に動画も見ることができます。しか

し、実際の場に立つ、経験することによって初めてわかることや感じた思いは、ネットなどで情報を収集するだけより

も明確に心を動かし、強い意志や行動力につながるのだと思います。 

本校の児童生徒も、10 月から１１月にかけて様々な体験をしました。高等部生徒は、企業や事業所などで現場

実習を行いました。中学部も 2 年以上の生徒が 1 日事業所体験をしました。私も、今回の実習先のいくつかを見

学させてもらいました。行って見てわかったことや気づいたことがありました。まず、生徒達の様子です。生徒達は、

なれない実習先でどれほど緊張しているだろうか、顔をこわばらせているのではないだろうかと心配でしたが、生

徒達は緊張しつつも、とてもいい表情で仕事をしていました。 

生徒がいい表情で実習に向き合えている背景には、それまでの仕事の時間や実習の経験の積み重ねや、それを

サポートする大人達の綿密な連携があったゆえだと想像します。各事業所は、仕事の内容はかなり似ていても、事

業所毎に雰囲気や環境などが異なっていました。仕事の内容だけではなく、働く環境も含めて、一人一人、充分考

慮しての実習になっていたのだと痛感しました。 

中学部生徒はもちろん、今回、小学部高学年の児童も事業所の見学をしました。児童達は、働く場や先輩達の様

子を直接見て、さらに、少しではありますが、そこで仕事も体験することができました。  

「将来のことは、まだよくわからない」からこそ、将来の自分を具体的にイメージするために、小学部のときから少

しずつ、その場に触れ、体感し、体験を積み重ねることは大切だと思います。将来に、はっきりした正解はありません。

だからこそ、子ども達が自分の将来を考えていくとき、体験したことやそこで感じた思いは、選択のときの手がかり

や決め手になると思います。 

最後に、1 月 20 日土曜日、保護者対象の進路学習会について紹介します。「障害基礎年金」をメインテーマと

して、専門家の方を招いて具体的な話を伺います。本校だけでなく他校の保護者にも参加を呼びかけ、第 2 部は、

テーマ別の座談会も予定しています。多くの方に参加していただき、参加したからこその気づきや感じたこと、そして

新たな出会いを味わっていただけたらと思います。 

＜八ツ島だより 12 月号＞ 

八ツ島だよりの感想や御意見、御要望をお聞かせください。       

   部  組              
［※匿名でも結構です］ 
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１月の主な予定 
１日(月) 元日 

８日(月) 成人の日 

９日(火) 冬休み明け集会 給食開始 

１０日(水) 発育測定(中女) 

１１日(木) 大掃除 合格発表 

１２日(金) 発育測定(小、中男) 

１５日(月) 発育測定(高男) 

１６日(火) 発育測定(高女) 

１９日(金) 全校集会 誕生会 避難訓練 

２０日(土) 進路学習会 

２３日(月)～２５(水) 中学部体験(小６年) 

２６日(金) おしゃべりサロン⑦ 

２９日(月) 集金日 

 

今年度の小学部は、２年生以上がのぞみの家に宿
泊する生活合宿を実施しました。1 日目は、縦割り
班でスイートポテトを作ったり、学部全員での合同
遊びを楽しんだりしました。夜はみんなで大きなお
風呂に入り、寝袋で就寝…。２日目は、１年生が登
校したらすぐに芝政へ出かけました。普段よりもじ
っくりと時間をとって活動でき、友達と関わる機会
も多く、充実した時間となりました。振り返りでも、
満足の声が続々…でした。 

１２月の予定 
 ６日(水) 現場実習報告会(中高) 

 ６日(水)～８日(金) 授業参観 

 ６日(水)・７日(木)  

      個別教育相談会(小中希望者、 

高等部全員 高等部のみ 13:30 下校 

小中 14:30 下校) 

おしゃべりサロン⑥ 

１１日(月)・１２日(火) 高等部体験(中３年) 

１３日(水) 大掃除(高) 

１４日(木) 大掃除(小中)  

１５日(金) 保健指導(小) 事業所体験報告会(中) 

 集金日 

１９日(火) 一日仕事⑤(高) 

２１日(木) クリスマス集会(小) 給食終了 

２２日(金) 冬休み前集会 誕生会 11:30 下校 

２５日(月) 冬季休業(～１/７) 

      高等部入学選考会 

 
 中学部は、月うさぎの里へ行った後、芦原青年の家
に宿泊しました。月うさぎの里では、いろいろな色や
毛並みのうさぎにえさをやったりそっとなでたりと、
思い思いにうさぎと触れ合いました。芦原青年の家で
は、クラスごとにウォークラリーやおもしろ自転車を
楽しみました。夜はキャンドルサービス。厳かな雰囲
気に浸りました。2 日目はカレー作り！みんなで役割
分担し、協力してマイルドなカレーに仕上げました。
青空の下で食べるカレーは格別のおいしさでした。 

10 月下旬に始まった秋の現場実習が終わりました。
あおい、きらく、ハスの実パン工房、虹の会、村田製作
所など、希望の事業所へ通って実習してきました。一人
一人が目標をもってがんばりました。実習でのたくさん
の経験を、就労につなげていきます。 


